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関係はD.S.M.の み妊娠末期に於て一過性 緊張上昇 を

示 し続いて弛緩 を示す例 も見 られた｡他 では妊娠,非 妊

の差は認め られ なかつた｡性 周期に、よる影響は 明かでな

い｡エ ス トラヂオール,プ ロゲステ 冒ン前処置 によ り著

明な影響 を受け なかつた｡3剤 による弛緩せ る時アセチ

ール コリン,塩 化 バ リウムの精高濃度に於ては緊張を恢

復 した｡

荷 家兎副 出子宮に於て もマ ウスの場合 と略同様の結 果

が見 られ た｡

生体 に於け る観察は家兎を用いTREUDELENBURG氏

法 に より子宮 を懸垂 し同時 に血圧,呼 吸 を描 画せ しめそ

の影i響を検 した｡生 体に於 ける影響は捌 轡子宮の楊合 と

異 な り子宮蓮動に対 しては3剤 共 に影響 な く,血 圧 呼吸

に対 しても10mg/kgで は何 れ も作用 な く,100mg/kgで

はD.S・M.は 血圧は一過性下降を来 し呼吸は 抑制を認

めた｡PASで は血圧 は持続性上昇 を来すが 呼吸に影響

な くINAHは 軽度の血圧下 降軽度 の呼吸変動を認めた｡

荷 現在抗結 核剤 の長期 間連続投与 の子 宮蓮動に及ぼす

影響 について検索 中である｡

(ll)イ ソニ コチ ン酸 ヒ ドラ ジ ツ ド

(INAH)誘 導体 の抗 結核菌 作 用

(第2報)

内 田 誉｡木 村 勝 治 ・奥 田 良 雄

国立療養所 刀根山病院

谷 山 兵 三 ・安 井 凡 平

大阪大学医学部薬学科

本 年 の本 会 総 会 に於 て,INAH誘 導 体 の抗 結 核 菌 作 用

につ い て報 告 した が,其 後 動 物 実験,新 物 質 の実 験 等 を

重 ね た ので 追 加 す る｡

試 験 管 内 実験 法 は 前 回 の報 告 の通 り,合 成 液 体培 地 表

面 培養 法 に よつ た｡動 物 実 験 には,均 一 系 マ ウスNA2

を 用 い,柳 沢 加藤 等 の 方 法 に 徒 つ た｡即 ち 人 型 結 核 菌

H37RvO・1mgを 尾 静詠 よ り接 種 し,翌 日 よ り試 験 物 質

を投 与 し・3及 び6週 後 各臓 器 の定 量 培 養 を行 い,発 育

集 落 数 を比 較 し・INAH投 与 動 物 の成 績 に 近 似 した成 績

を得 た も のを 有効 と した｡

そ の 結 果 を 要 約 す る と,次 の如 くで あ る｡

1)抗 結 核剤 のScreeningtestに ,均 一 系 マ ウスNA2

を 用 い て ・略 満 足 す べ き成績 を得 た｡2)芳 香族 アル デ

ヒ ドとINAHの 縮 合 体 は,INAHと 交 叉 耐性 が あ るが
,

一 般 に試 験 管 内 で も生 体 内 で もINAHに 近 い抗 結 核 菌

作 用 を示 す｡中 で もe-,Eth0xybenzaldehydeisonicotinyl

hydraz・neの 抗 菌 力 は最 も強 い
｡3)Is・nic｡tinylhydra.

zoneglucuronolactoneは 試 験 管内
,生 体 内 両試 験 とも

INA由 こ劣 らぬ 成 績 を示 レ,且 つLD5ceま1,000mg/kg

以 上 で毒 性 も明か に 少 い｡グ ル ク ロ ン酸 の生 体 に 及 ぼ ナ

薬 理 作 用 と,INAHの 抗結 核 菌作 用 との相 乗 が 期待 し得

られ る な らば,此 の物 質 は有 望 な抗 結 核 剤 と思 繍 る・

但 しIs｡nic｡tinylhyrazideNa-methanesulf・nate同

楓INAHと 耐働 咬 叉 して居 る点は注意 を要 するe・4)

SMrTHが,INAH耐 性 菌蝿 弥 ・撒 作 用が泌 弊

べ た2-Pyridy1-(4)-1,3,4〈)xdiazoloneは ・我 々 の爽験

では 明 か にINAHと 耐 性 が 交 叉 し,且 つ試 験 管 内の 抗

結 核 菌 作 角 も弱 い｡

(12)鳥 型 結 核 菌 の 銅 抵 抗 性 に つ い て

堀 尾 武 一 ・東 胤 昭.奥 貫 一 男

阪大理学 部生 物

鳥型結核菌は銅含有培 地へ植つ ぐことに よ り銅抵抗性

株 を作成 し5る｡lnvitroの 反応 に対 す るス トqイ(比

較 的低濃度)の 阻害作用が未だ不 明に反 して,銅 の阻害

は可成 り明確化 されてい る｡そ こセ耐性 の原因を追究す

る方法 として先づ銅抵 抗性 を検 す ることに した｡

家兎筋 肉よ り抽出結 晶化せ る三炭 糖燐酸 脱永 素酵素の

反応は銅 に よつて著 しい阻害 を受け るが,種 々の物質 と

その反応液 中に混在せ しめると銅阻害は減少す る｡中 で

もアスパ ラギ ン酸 の保護作 用は顕著 であ り,斯 る物質の

含有量 の増減 に よつて も銅抵挽性 を獲得 しうる可能性が

あ る｡こ の事 に関 してはアル ゴ」ノレ脱水素酵素 に於 ても
'同様の結果 をえている

｡ア スパ ラギン酸 等は銅 とcomp・

lexを 作 るが故 に除銅 作用に よる保護作用 と考 え られ る

が,結 核 菌の培 養実験 に於 ては含銅培 地に更 にア スパ ラ

ギ ン酸,等 の銅 とcomplexを 作 るものは勿論 ブ ドウ糖の

如 きものを添加 するこ とに よつ ても銅感受性株 を肇 育せ

しめ うる｡検 圧計 を用いた生 菌実験 に於 て感受性株 によ

る リンゴ酸酸化は抵抗性株 のそれ より銅に よつて著 しく

阻害 され る｡ブ ドウ塘 の酸化 は抵抗株 に よつては殆 ど無

影響 の銅存在下 で著 しく酸素消費量 が増大 する
｡一 方結

核 菌の銅感難 株抵抗株 を ドライアイスと磨砕 しpH6 .5
M小10燐 酸緩衝液 で抽 出せ る粗酵素 灘 よる リンゴ酸酸

化は矢張 り抵 抗性株 より.抽 出せる ものは銅 に対 して阻

害を稽 受}灘 い.リ ンゴ酸脱水素 酸素 はparticle .b｡und

であ うが故 に銅阻害 の差がparticleの 性 状の差に よる

ものか否かは今後 の研究 に まちたい

(13)Erythromycinの 作 用 機 序 に つ

い て

川 俣 順 一 ・国 田 信 治 ・福 丸 稔 一 ・平 谷 隆

阪 大 微 研 化 学 療 法 研 究 部

B・subtlis・B・megatherittmの 静止 齢 対 す るE
rythr｡一
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mycin(EM)の 影 響 を検 討 した｡EMは 発 育阻 止 濃 度

附 近,即 ち0.2P9/mlに 於 て も呼 吸 抑 制 を示 し4P9小mI

とな る とか な り著 明 に な る｡而 して,EMは この低 濃 度

で静止 菌 に対 し,殺 菌 的 に作 用 す る事 を,生 菌 数 計 算 に

よ り確め た｡そ の際 の細 菌 細 胞 に於 け る形 態 変 化 を,Cell

wall染 色(WEBBの 方 法)と,電 子 顕 微 鏡 とに よつ て

調 ぺ た｡EMの 作 用 に よ り,明 にCellwa11に 変 化が 生

じ逆 に は溶 菌 が起 る事 を認 め 得 た｡こ の 様 な変 化 は,37℃

附 近 に於 て よ く認 め られ た と こ ろで あ るが,5℃ 附 近 に

於 て は認 め られ ず,又 嬢 気 的 条 件下 に於 て も認 め られ な

い｡又,EM耐 性 菌 では,そ の 耐性 度 に応 じて,大 量 の

EMに よ りは じめ て変 化 が 現 れ る｡

更 に,EMに よる呼 吸 の抑 制 に対 しメチ レン青 は その

抑 制 効果 を打 消 す事 を知 つた｡

以 上 の 実験 結 果 か ら,EMは,B.subtilisやB.mega-

theriumの 静 止 菌 に好 気 的 条 件 の下 に 於 て 作 用 す る際,

そ の酸 素 呼 吸 の酸 素 に非 常 に楼 した 部 方 恐 ら くはcyto-

chrom系 に作 用点 を も ち,そ の結 果,呼 吸 停止,菌 体 の破

壊 と働 い て殺 菌作 用 を示 す の では ない か と考 え て い る｡

〔追 加〕 塩 野 義 研 下 平 正 交

低 濃度Erythromycinがrestingce11に 殺 菌 効果 を

及 ぼ す実 験 に於 て残 存 生 菌 のErythromycinに 対 す る

耐性i分布 を調 べ られ た ら面 白 い と思 う｡私 達 もStaPhy-

leeoccus9株 に就 て0.1mcg/m1のErythremycin含 ブ

イ ヨ ン培 地 で作 用 させ,37｡C3～14日 間 培 養 でpopula-

tionの 著 明 な 耐 性上 昇 を 認 め る こ,とが で き た｡日 下

restingcellに つ い て 同様 な こ とを 検 討 し,Erythr◎-

mycinのmutageniceffectの 存 否 を追 及 中 で あ る が,

演 者 の述 べ られ た よ うな 菌 の 形 態学 的 変化 及 び殺 菌 作 用

と何 らか の 関係 が あ る の では な い か と考 え る｡

(14)ロ イ コマ イ シンに就 いて

高 山 文 三 ・小 田 忠 良

京大外科第二講座(主 任 青柳安誠教授)

先 に教室 に於 て,ロ イコマイシン錠(東 洋醸造製)に

就 き血中濃度の測定 を行 い,錠 剤賦形剤の不 良の為か血

中移行 を認 めなかつた ので,新 製剤 を得て再検討 した｡

実験方法 は枯草菌PCI219株 に よる重層法 を用いた｡

新製剤 と旧製剤 との37℃ 生理的食塩水中に於 け るPt

イ コマイシン溶解度に 明かに差異を認め,又pH2.0,8.O

の溶媒 中に於 け る新製剤 の抗菌価 に特 に変化 を認めない

に も拘 らず,新 製剤の経 口投与 による血中移行は荷 多 く
の

は0.05mcg/cc以 下の微 量であつた｡又,十 二指腸内及

び唾置 された腸内注入 の揚合 も,血 中移行は略前 者 と同

様 であつた｡

一一方
,静 脈 内 点滴 注 入 剤 は,ロ イ コマ イ シ ン200mgで,

注入 中 は15N25mcg/cc,終 了後2～3時 間 で1.Omcg/cc
ぬ

以 下,6時 間 でO.e5mcg/cc以 下 の血 中濃 度 を示 した｡

以 上 の結 果 よ り,新 製 剤 は,旧 製 剤 に比 し改 善 され た

とは 言 え,経 口投 与 に よ る血 中移 行 の点 か ら,未 だ改 良

の 余地 が 多分 に あ る と考 え られ る｡

〔質 問〕 塩 野 義 研 究所 西 村 治 雄

Leuc｡mycinの 経 口投与 で 血 中 へ の移 行 が 悪 い の は,

Leucomycinそ れ 自体 に よ るの か,或 いは 製 剤 上 の技 術

に よ るの で あ ろ うか｡

私 の 今 日 まで の実 験 成 果 か らみ る と,放 線 菌 か ら得 ら

れ 化学 的 に も抗 菌spectrumの 上 で も類 似 性 を有 す る塩

基 性 抗生、物 質,Erythremycin,Carbomycin,Leucomycin

及びAlbomycetin(東 北 大 黒屋 教 授 の もとで 分 離 した

も の)の4つ の 中,Erythromycin以 外 の もの は 本質 的

に経 口投 与 で は血 中 に移 行 し難 い性 状 が あ る もの と考 え

る｡

〔追 加 質 問〕 女 子 医 大 内 科 大 久 保 滉

ロイ コvイ シ ンをinvitroで 血 清 に 加 え たRecovery

testを お こな つた か｡我 々 の経 験 に よれ ば,抗 生 物 質 管

に よつ ては このtestを お こ な5と 著 る し くRecovery

の悪 い もの が あ る(例,Carbomycin)｡そ うい う関 係 も

検 討 す る必 要 が あ る と考 え る｡

〔解 答 〕 京 大 外 科 高 山 文 三

1.血 溝 中 に お け る ロイ コマ イ シ ン の 態 度 に つ い て

は,ま だ実験 して い な い｡

2.錠 剤 の 製法 上 の 問題 が あ る と予 想 す る が,決 論 的

な材料 を持 つ て い る訳 では ない｡

(15)Tetracycline抗 生物質 の 力価に

及ぼ す2,3の 因子 につい て(1)

中 塚 正 行 ・荒 谷 春 恵 曹藤 堂 昭

広島大学医学部薬理学教室

我 々は 先 にAMの 作 用 機 序 解 明 を試 み,黄 色 葡萄 状

球 菌 の核 酸 生 合 成 をAMは 阻害 し,B1はAMに 協 力

的 で,RNA及 びadenosinは 措 抗 す る と報 告 した｡

引 き続 きAM,TM及 びACMの 抗 菌 作 用 に 及 ぼ す

2,3物 質 の影 響 を生 菌 数,並 び に核 酸 生 合 成 を中 心 に検

討 中 で あ る｡今 回 は1,2vitaminの 影 響 を報 告 す る｡

菌:大 腸 菌,培 地:N職C1,NaSO4,KH,,PO4,MgSO4

並 び に91ucoseを 含 む 合 成培 地(pH7.0)｡

無機 燐量 測定 法:三 塩 化 酪 酸 で 除 去 した もの に就 て,

ALLEN氏 法 に よ り比 色 測 定 した｡

Vitamin類 及 び核 酸 様 物 質 の消 長 は,Beckmanspec.

trophotometerで 甕 つた｡
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大 腸菌 の生菌数に対 し,AMの 抗菌値に対 しBl,VC

(et協力 し,Adenin,B2及 びBfseま 殆 ど影響 な く,RNA・

・DNA
s及 びAd珈os三nは 癖 や拮抗的 であ り,TM及 びズ

ACMもAMの 場合 と殆 ど同一傾向を示すか,B2及 び

B6は 明 らかに拮抗す る｡そ の際の無機燐の消長 に対 し,

B1及 びVCはAMの 作用に対 し,増 加 し,B2及 びB6は

殆・ど変化 な く,TM及 びACMはAMの 場合 とやや趣

きを異に し,B2は 何 れ も減少 し,VCで はACMの 蕩

合 は減少せ しめる,核 酸 様物質 の消長 に於 てはAMで

はB1及 びVCは 減少せ しめB2で は冶 ど変化 なく,B6

で は増加 する｡TMで は何れ も殆 ど変化少 く,B1で や

や減 少 し,ACMで はB6及 びVCで は増加 する｡

こ1のようにAM,TM及 びACMの 抗菌価 に対 し

Vitamin類 は夫 々特有 の作用 を示す場合 があ り,そ の際

の無機燐 及び核酸 様物質 の消長 に対 して も3つ の抗生物

質 は夫 々異 る点がある点 よ り,核 酸代謝,就 中燐酸代謝

を中心に,各 抗生物質はやや態度 を異にす るもの と考 え

る｡続 いて,無 機 イナンに就て,実 験続行中である｡

(飴)Allyl系 化合 物に よる化学 療法

・・ の研究(4)

鈴木成美 ・岸田網太郎 ・野 口陽二 ・浦川博正

京 府 大 微 生

Allyl系 化 合物 の うちS1個 の もの 及びS2個 の もの

に つ い て は さきに 報 告 した が,今 回 は後 者 よ りAllicin

を合 成 し,更 にAllyl基1個 のAllylsenfoel及 びCN

を持 ちAllyl基2個 を持 つDiallylcyanamideに つ い

て試 験 管 内抗 菌 力 を検 した｡そ の結 果,Diallylcyanamide

はCandidaalbicansに 対 し10"3Mo1で 多 少 の 増 殖抑

制 を示 す が作 用は 弱 い｡Allylsenfoelは か な り作 用 強 く

Candidaalbicansに 対 し10-3M｡1で は安 全 増殖 抑 制,

10-4Mo1で は 対 照 の 約35%の 増 殖 が認 あ られ た｡

しか るにAllicinは 同菌 に 対 し10}4M｡1で ほ とん ど

完 全 な 増殖 抑 制 をs10一5Mo1で も50%の 増 殖 を見 るに

す ぎな か つ た｡又Allicinは 他 の微生 物 に対 して も強 い

抗 菌 力 を有 し特 にTrich｡phyton3種 に対 しては10}4

Molで1週 間発 育 を見 な い｡こ れ に次 い で脾 脱 疸 菌,コ

レ ラ菌 に もか な り抗 菌 力 を持 つ が肺 炎 桿 菌 と緑 膿 菌 に は

10一3Molで も増 殖 抑 制 作 用 は な いa

一 方,一 ン ニ ク よ り抽 出 した各 種 成 分 の うち水 及び 有

機 溶 媒 に も難 溶 性 の物 質 でC.ulbieansに か な り有 効 な

も り を得 た｡こ の もの は 仮 にInsolinCと 名 づ け,20

mcg/mlでC.albicansの 増 殖 を抑 制 した｡こ の もの は

荷 不 純 な た め濃 度 の低 い所 で はか えつ て増 殖 促進 作 用 が

あ り 目下 純 化 並 に 化学 構 造 決定 を行 つ て い る｡
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(17)抗 生物 質 の体 内停 滞に 及ぼす 運

動 の影響

第1報 ぺニシリγに就いて

大 井 安 弘 ・塩 田 憲 三

大阪市立医科大学小田内科

1.健 康成人4人 に就 いて,安 静臥躰時 と・ 自転車s

ルゴメーターに よる強度 の蓮動 負荷時 の,ぺ ニシ リンの

吸収及び排出状態を比較検 索 した｡

2.安 静臥林時 の血 中濃度 臨線 及び 尿中排 出曲線は共

に ほぼ類似 している｡

3.運 動時 に於 ては,負 荷 の強度で あつた2名 では血

中濃度並びに尿中排 出量 が著 明に増加 して いるが・負荷

の比較的少なかつた2名 では,そ の変動は余 り甚しくないi

以上か ら,ぺ 晶シ リン注射後 の強度 の蓮動は,ぺ 昌シ

リンの吸収 を促進する反面,そ の排 出 をも促進す る傾向

に ある様に見 え る｡

(18)抗 癌 剤 の 作 用 機 序 に 関 す る 研 究

(第3報)

仲 田伊 左 夫 ・大 北 威 一清 水 浩 光

斎 藤 昭 智.浅 井 紀 一 ・金 田喜 代 子

名大 医学部内科第一講座

我 々はマスター ド系薬物 を人 白血病治療 に取 り上げ る

と共に其 の作 用機序 を窺 う1法 と して核酸 との開係を,

主 として 試験 管内実験 よ り検討 し2,3の 知見を発表 し

た｡今 回は核酸構成塩基並に関連物質 との関係について

述 ぺる｡

先 づマスター ド系薬物 の核酸塩基に見え る変化 をNal

tionalBiQchemicalCorporation市 販 晶を試料 としペ

ーパー クPtマ トグラフイーに よ り検討 せ る所 ,adenine,

cytosmeは ナイ トロ ミン処 置に より2つ のspotに 別れ

る事 が分 つた｡之 のspotはRf値 が対 照 より低 い事,

薬物濃度 を稀釈す る事に よ り対照のRf値 に近づ く事,

之のspotの 溶出液 の吸光係数は趣大 値が対 照に比 し長 波

長側 につれ てい る事,更 に薬物 の作 用時 間に も関係する

ものの様 である事 よ り,之のspotは ナイ トロ ミンがAlk・

y1atし て出来た もの と考 え られ る｡

更 に本実験 をnucleoside.nucleotide,ATPの 市販

晶 を試料 として陰イオ ン交換 クロマ トグ ラフ ≧一に より

塩基 のマ スター ド系薬物 に対 す る態度 を窺 わん としたが

有意 の所見 は得 られなかつた｡唯nucle・tideの 分離実

験 に於 て4/100M酷 酸緩衝 液溶離fractionに 対 照には

出現 しないfractionが 見 られ るのであるが,何 に由来

す るか決定 は出来 なかつた｡
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以上 の試験 管内実験 よりマスター ド系薬 物が,・直接核

議 に作用 しその構虐塩基 にalkylateす る事が考え られ
'
るが更 に之 の結果を動物実験 に進 めた｡

陽イオ ン交換 ク戸マ トグ ラフィーを応用 する と核酸塩

基並に関連物質 を分離す る事が出来たので吉田肉腫 ラッ

テ諸臓器を試料 として実験 してみ ると乳ナイ ト冒ミン処

置 によ り時 異的に生 合成阻害若 しくは直接attachさ れ

る塩基は見出 せなかつた｡

以上,試 験管内実験 より得 たマスター ド系薬 物の作用

機序 が動物実験結果 と一致 しなかつた点 より,次 に は核

酸 構成塩基 の生合成 に対す る態度 を考慮 すべきであろ う｡

〈119)抗 生物 質 とVitaminB1代 謝(第

4報)臓 器 内B,

根 石 二 誠

広島大学医学部薬理学教室

さきに抗 生物質の血中vitaminBl(VB1)量 に及ぼ

す影響 の中最 も興 味あ るAureomycin(AM)は 投与 量の

多 少 よりその態度 をやや異にす る事 を報告 した｡今 回は

ラ ッテの肝 臓を用いてinvitroee於 ける抗生物質(Peni・

c"illin(P),Chloromycetin(CM),Terramycin(TM),

.AM,Achromycin(ACM),の 影響を検 査 し,次 の如 き

威績 を得 た｡

(1)Pは 対 照 と殆 ん ど同一傾 向を示 し,精 タ増加の

傾 向を示 してい る｡SM,CM,は 対 照に比 しやや減少の

噸 向が認 めら為 るが投 与前 と殆 ん ど同一程度 である｡

(2)AMは 総量では10mcg及 び1mcg適 用例の

・何れ も対 照 と比較 して著変 な く,遊 離型は10mcg及 び

1mcgの 何れ も30分 で明 らか に増加 した後減 少 し2時

澗 には10mcg投 与前値を復 し1mcgで はやや投 与前

よ り大な る値を認 めた｡

(3)VB14000mcg%負 荷 の 揚 合AMは10mcg

及 び1mcg共 に総量 では 対照 に比 し一時 的に転度 の増

誠 は あるが著変 な く,遊 離型 は10mcg及 び1mcg共

に 対照に比 し増加 する｡

.(4)肝 臓中 の無機隣 を 三塩 化 酷酸 で除蛋 白した後

ALLEN氏 法 で検査 した｡P,SM,は 対照 に比 し多少の

増 減 あるも著 変な く,CM,は 対照 に比 し減少 しAM・

ACM,TM,共 に対 照に比 し滅少 しAM,ACM・ はや

や 類似 の曲線を示す｡

上述 の成績 より見 てinvitroee於 け るAMの 影響は
ノ

200mg/kg投 与時の血中B1量 の消長,即 ち正常時並

にVBi・ff荷 時及連続投 与の際の消長 と殆 んど 同一 の傾

向であ る｡荷10mcg及 び1mcgi適 用の両者 の問には

1mcg適 用 の場合は10mcgの 夫れに比 しVBf量 の変

動 が多 く此の事はAMの 血 中並 びに 組織濃度や組織親

和性 と併せ今後検討 を続 け度 い と思 う｡禽 無機 隣の消長

は必ず しも遊離型Bl量 の消長 と一致 しない点 もあ るが,

AMは 隣酸代謝 を中心に微妙な作 用をなす との報 より,

此 の様な結果 が得 られた もの と考 え られ る｡

〔追 加〕 名大青 山内科教 室 岸 川 基 明

私 共 も抗生物質 とビタ ミンBl,B2,其 の他 につ いて検

索 したので,其 の結果を報告 す る｡之 にAM,SMを 連

日投 与す ると,血 液,尿 糞便 中のBi,B2は 共に次 第に

減 少す る｡

マウスについてのP,SM,AM,AM乳 液投 与後 の

臓器 ビタ ミンB測 定成績 ではBlで は エステル 型の減

少,B2で はFADの 滅 少か らみ られ る｡B2に ついて試

験 管内で各臓器 のエ ステル型 合成実験 を行つたが,家 兎

腸 アセ トン乾 燥物質 におけ るFrよ りFMNの 合成,肝,

腎 アセ トン乾燥物質におけ るFMNよ りFADの 合成

はP,AM,SM,HSに よつて明 らかに障碍 され る｡各

抗生物質投与後の臓器においても同様に合成 阻害が認め

られ る｡以 上 から抗生物質 は生体内におけ るビタ ミンの

Ester化 を障碍す ることを知 る｡

ワールブルグ検圧計に よつて,こ れ等 ビタ ミンのモ羊

リア菌に及ぼす影響 をみたが,B1,B.,の 遊離型では影響

な く,FADFMNで は著 明に増強 されCo-B1で は少 し

く増 強 され る｡マ ウスにB1,FMN,FADを 注射 し,7

日後 モニ リアを腹腔内に接種 す ると死亡率は高 く,且 つ

肺,肝,腎 よりの逆培養に よる菌数 も多 い｡ワ ールブル

グ検圧計で モニ リア菌 に対す る各抗生物質 の作 用を検討

するにP,SMで はあま り影響な く,SMの100mcg/cc

で僅 かに抑制作用 を認め る程度 で,AM乳 液では著明の

増 強を示 した｡

(20)非 加熱耐性検査用 固形培地に関

す る研究 第2報

内藤 益 一 ・津久間俊次 ・申 村 彰

京都大学結核研究所 第3部

抗 菌剤 の繁 用 と共に,耐 性検査 は益 々重要 となつ て来

たが,要 に望んで普通 の卵培地 か ら簡単 に非加熱耐性検

査用培地 が出来 れば甚 だ有益であ る｡私 共 も此 の様 な目

的で耐性培地 の作成法 の検討 を行つて来たが,普 通 の卵

培地 に一定濃度 の抗結核剤 を合む生理 的食塩水 を37℃,

5時 間重層浸漬す ると,薬 剤 が卵培地に滲透 し,重 層液

を捨 てた後 も其の培地 は結核菌 に対 し一定の発育阻止 力

を示 す事が分つたので,そ の成績 を日本結核病学 会第9

回近 畿地方会で発表 した｡此 の方法 を滲透法,滲 透法 で

作 つた薬剤合有培地を滲透培地 と名づ ける｡
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今 回は,浸 透法 を行 う前の普通 卵培地 の凝固滅菌の温

度,卵 培 地作成後 の保存温度,保 存 の長 さの影響,及 び

浸 透培地の保存 に よる力価の変動 について報告 した｡使

用卵培地は1%小 川培地,滲 透法 に用いた抗結 核剤は

PAS-Na,Isoniazid,DihydroSMで ある｡こ の実験 で,

(1)卵 培地 の凝 固滅菌の温度(80・85,90・95℃1時 間

1回)に よる影響 はない｡(2)卵 培地 の保存(14日 間)

に よる影響 も殆 どない｡(3)滲 透培地 の保存(15日 間)

に よる力価 の変動 も殆 ど見 られない｡(4)卵 培地・滲透

培地共に保 存は氷室保存が望 しい事が分つたので,滲 透

培地は耐性培地 に用い得 るもの と考 えられ る｡今 後 は,

他 の方法 に よる耐性培地 との比較,及 び実地上の検討 を

続 けて行 く予定 であ る｡

〔質 問〕 学芸大学平野分校 信 夫 隆 治

卵培地 の加熱殺菌に於 ける温度,加 圧が薬剤吸着 に関

係 がないか｡

〔解 答〕 京大結研 津 久 間 俊 次

実験成績 に示す とお り,影 響は ない｡

(21)ヂ フテ リア菌 の各種 抗生物 質に

よる形 態学 的変化

谷 野 輝 雄 ・奥 田 教 義 ・重 松 保 弘

京都府立医大徴生物学教室

ヂ フ テ リア菌R43A株(Gravis)の レフ レル血 清 培

地18時 間 の もの に 各種 抗 生 物 質 ペ ニ シ リ ン・ ス ト レフ

トマ イ シ ン,ク ロ ラ ンフ ェ ー コ ール,オ ー レオ マ イ シ ン,

テ ラ マ イ シ ン及 び アイ ロタ イ シ ンを 作 用 させ,主 と して

電 子 顕 微 鏡 に よ り,そ の形 態 学 的 変 化 を追 求 した.各 種

抗 生 物質 のR43A株 に対 す る阻 止 濃度 を低 濃 度 と し・

之 ら低 濃 度 の100倍 量 を高 濃度 として,夫 々 低 濃度 ・高

濃 度 を以 てR43A株 に作 用 させ た｡

低 濃度 の場 合 ペ ニ シ リンで は菌 長 は 延長 し,不 完 全分

裂 に よ る と考 え られ るSeptaが 多 数 み られ る｡ス トレプ

トマイ シ ンの場 合 は大 した 変 化 は認 め られ ず,ク#ラ ン

フ ェ 轟 コ ール に よる場 合 は 菌 の 両端 が膨 大 し,菌 長 も延

長 す る｡オ ー レオ マ イ シ ンに よ る場 合 は 菌体 内 に50mμ

一vlOOmμ の小 穎粒 が多 数 み られ,菌 が膨 大 す る｡テ ラ

マ イ シ ンの揚 合 も菌長 延長,膨 大 す る｡ア イ ρタ イ シ ン

の 揚 合 は菌 の延 長 膨大 最 も著 明 であ る｡

高 濃度 の揚 合 は す べ て 菌形 に大 した 変 化 は み とめ られ

な い が,細 胞 質 の崩 壊,穎 粒 の消 失 が 著 明 で あ る｡ア イ

"タ イ シ ンの場 合 が最 も著 明 な 変化 を伴 い,菌 体 が 崩壊

し て20・ 》50mμ 位 の小 穎 粒 が 菌 を取 りま き,菌 の 厚 さ

が 薄 くな つ て,ク ル ー ム影 が短 い｡

荷 お 之 らの 抗 生 物 質 に よ るR43Aを ピロ ニ ン ・メチ

_ル グ リ_ン の二重染色,ギ ムザ染 色箏 に より核酸 の伝

分子 化を認めた.而 も5時 間後 では全 く染 色性 が消失 し

ている｡

〔質 間〕 阪大微研 川 俣 順 一

抗生物質 の作用条件,特 に作 用温塵・溶 媒・等 につぎ

説 明 して頂 きたい｡

〔解 答〕 京都府立医大微生物 谷 野 輝 雄

生理的食塩水 で各種 抗生 物質の低濃嵐 高濃度 の溶 液

を作 り,こ れに ジブテ リア菌18時 間培養 のものを浮游

させ,こ れを遠沈 し,沈渣 を生理 的食塩水 に浮溝 させ て・

電子顕微鏡 の試料 とした｡温 度は室 温で,本 年5月 頃 に

実験 した ものであ る｡

(22)Candidaalbicansの 増殖 機序 に

関す る研究

老 木 英 男

大阪市立医大桃山市民病院小児科

抗生 物 質投 与 時,腸 管 内Candidaalbicansの 増 殖 欝

序 に 関 して追 求 した｡

1)抗 生 物 質 及 び ザ ル ブ ア剤 投 与 に よ り,大 腸 菌 の減 』

少 せ る時 期 にCandidaalbicansが 増 殖 し,投 与 中止 後

大 腸 菌 の増 殖 す るに つ れ てCandidaalbicansは 減 少 す'

る｡

3)ぺ ブ トン水 内 でCandidaalbicansと 大 腸 菌 を 共

棲 せ しめ た場 合,Candidaalbicansに 増 殖 出来 な い｡

3)大 腸 菌 代 謝産 物 は或 程 度Candida41bican5の 増、

殖 に悪 影 響 を 与 え る｡

4)Candidaalbicansの 増 殖 は 生 体 内pH変 動 範 囲'

では 影 響 を受 け な い｡

5)ペ プ トンにDextroseを 添迦 し,Candidaalbicans:

を培 養 す る揚 合,そ の 量 に 比 例 して 増 殖 率 は よ くな る｡

6)ぺ プ トン単独 溶 液 内 で は0.0001mgのCandid¢

albicansは ペ プ トン1mg/ccな け れ ば 増 殖 出 来 な い が,.

Dextroseを 添 加 す る とペ プ ト ンが100mcg/ccで 十 分 増n

殖 す る｡

7)大 腸 菌 とCandidaalbicansを 共 棲 せ しめ る揚 合s .

ペ プ トン水 内 で はCandidaalbieansは 増 殖 しな いが ,

Dextroseが 共 存 す る場 合,5日 後 に顕 著 な増 殖 を示 し.

た｡

8)Candidaalbicansに 対 す る抗 生 物 質 の発 育 促進 作 一

用 はAM,CM,TMに 於 て ご く軽 康 に み とめ られ るが, .

・Candidaalbicansの 増 殖 に対 す るDextroseの 好 影 響

に は 比 すべ き もな い｡そ の他 の抗 生 物 質 及 び サ ル フ ァ斉囎

で は発 育促 進 作 用 は認 め な い｡

9)CMとDextroseのCaniida.glbicansの 発 育 に.




